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Ⅰ研 究 の成果(1000字 程度)
(図表 も含 めて分 か りや す く記入 の こ と)
有毒な化学物質の人間に対する健康影響指標は,職場の許容濃度(TWAと略す)の逆数で表わすことができ
る.そこで,このTWAを 使用して,有毒な有機化学物質の健康影響を評価することとした.なぜなら,TWAは人
間を対象とした化学物質の毒性をあらわす指標であり,デー タ量が最も豊富な指標であるからである.
ところがもう一方では,すべての有毒な有機化学物質が必ずしもTWAが定められているとは限らない.したが
って,TWAが確定していない有機化学物質について何らかの方法でTWAを 推定する必要が生ずる.そこで,
LD50(半数致死量)からTWAを 推算するモデルを開発することとした.なぜなら,有機化学物質の経口及び経気
毒性は動物の体内に取り込まれ血液循環に到達した以降は標的臓器,排由系に対して及ぼす影響は同一となる
からである.したがって,LD50とTWAとの間に何らかの関係があることが予測できた.そこで,本研究は有機化
学物質に関して,ラットまたはマウスのLD50からTWAを推算するモデルを開発することとした.その結果,TWA
の推算式は動物種による係数と有機化学物質補償係数とLD50の大きさに動物種で決まる係数乗した値の積で
あらわされた(p<0.05).すなわち,本研究の推算式は動物実験値であるLD50と化学物質の官能基との両方を使
用しているのが特徴である.推算式は多変量重相関分析の調整済み決定係数が0.57であり,有意確率は
p<0.05,ラットとマウスの推算値の調整済
み決定係数は0.86であり,さらに推算式
は職場の症例より説明できた.
まず,推算式の妥当性を調べるために
ラットとマウスのTWA推算値の相関
関係を求めた.TWAの推定値
logTWAp.ratとlogTWAp.mouse
の調整済み決定係数は0.86と高い値で
あった.したがってTWAはラットとマウス
のLD-50を使用して推算できる(n=208).
ラットの推算式を重回帰式より求めた.ラットのTWAの推測値をそれぞれTWAp.rat,で表わすこととした.式は
次のようになる。
TWAp.rat = 0.237 x LD500.440 x (OCCi) x (OCCj) ------;i(1)
ここで,OCCrはOraganic Compenstation Coefficient for Rat の略である.jは選択された独立変数を表わす.有
機化学物質の補正係数OCCrをTable1に示した.OCCrはHCBgroupおよびcyclohexaneのそれぞれの値0.
000645,591を最小,最 大とするものであった.
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